
台風や大雨に備えて

平成１９年９月 台風第９号接近に伴う南牧村の被害状況

台風や大雨に備えて

局地的大雨から身を守るために

局地的大雨では、急に強い雨が降り、降った雨が低い場所へ一気に流れ込むため、短時
間で、甚大な被害が発生することがあります。

● 主な被害例
１ 川の急な増水で中州に取り残される
２ 地下街や地下鉄の駅に雨水が流れ込む
３ アンダーパス冠水
４ マンホールへの転落
５ 地下室に閉じこめられる

真っ黒な雲が近づいたり、雷鳴が聞こえたりした際は、注意が必要で、危険を感じたらすぐ
に水辺から離れ、高いところへ避難しましょう。

※アンダーパス～鉄道や道路の下を通る半地下道路

○ 気象情報を確認しましょう
ラジオ、テレビやホームページ等で、最新の気象情報を知っておきましょう。

○ 危険な場所には近づかないようにしましょう
増水した川や用水路等は大変危険です。また、がけ崩れが起こりそうな場所には近寄らないようにしましょう。

○ 非常持出品、備蓄食糧を準備しましょう
避難するときに必要な最小限の非常用品、非常食、飲料水等の備蓄食糧を普段から準備し、いつでも持ち出

しできるようにしておきましょう。
○ 避難の準備をしましょう

日頃から、避難場所やそこまでの道順、避難指示の伝達方法、隣近所との協力等について、確認しておきま
しょう。

○ 速やかに避難しましょう
危険を感じたり、市町村長からの避難指示があった場合は、速やかに避難しましょう。避難の前には、必ず火

の始末をしましょう。
○ 避難はみんなで協力しましょう

特に、高齢者や子ども等の災害時要援護者の避難は、みんなで協力しましょう。

【※気象庁資料より】

【※気象庁資料より】


